
令和3年度決算を認定
一般会計補正予算を可決
一般質問　１２人が市政を問う
委員会の開催状況

P. 2
P. 6
P. 9
P.14

表紙写真を一般募集しています。
詳しくは裏表紙をご覧ください。

〇アサギマダラ渡り蝶（古宿町）
〇令和元年10月27日撮影
　長谷川進（中条町）

203
令和4年11月1日
No.

表紙写真TOPICS



歳入歳出

自
主
財
源

依
存
財
源

議会だより No.203　2

　

９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

決
算
の
認
定
議
案
14
件
と
第
75
号
議
案
・
第
76
号
議
案
が
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
９
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
総
括
質
疑

決
算
認
識
を
問
う

決
算
特
別
委
員
会

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け

る
決
算
の
認
識
は
。

【
答
】
八
幡
駅
周
辺
地
区

の
大
規
模
商
業
施
設
の
開

業
に
伴
う
地
区
周
辺
の
道

路
基
盤
整
備
や
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
費
用
に
対
す

る
補
助
の
拡
充
、
満
１
歳

を
迎
え
る
子
を
養
育
す
る

保
護
者
へ
の
子
育
て
応
援

金
の
支
給
、
交
通
指
導
隊

や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

処
遇
改
善
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

策
や
子
育
て
支
援
策
を
最

優
先
課
題
と
捉
え
、
総
額

60
億
円
以
上
の
支
援
策
を

実
施
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
工
程

計
画
等
に
基
づ
く
各
種

施
策
を
積
極
的
に
実
施

し
た
こ
と
に
加
え
、
市

民
の
命
と
健
康
を
守
る

施
策
に
注
力
し
、
市
政

運
営
に
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
だ
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
対

策
・
経
済
対
策
の
実
績
は
。

【
答
】
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
の
ほ
か
、
市

が
独
自
に
実
施
し
た
も
の

と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
費
補
助

金
、
市
内
の
観
光
地
等
で

利
用
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
事
業
、

保
育
所
の
給
食
費
減
免
な

ど
が
あ
る
。

令和３年度決算

会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定

の決算額
歳入総額　776.8 億円

交付金・譲与税交付金・譲与税
67.5億円67.5億円

8.7%8.7%

繰入金繰入金
15.7億円15.7億円
2.0%2.0%

諸収入諸収入
29.7億円29.7億円
3.8%3.8%使用料など使用料など

48.2億円48.2億円
6.2%6.2%

地方交付税地方交付税
73.2億円73.2億円

9.4%9.4%

市債市債
42.2億円42.2億円

5.5%5.5%

国・県支出金国・県支出金
212.6億円212.6億円

27.4%27.4%

市税
287.6億円

37.0％

51.0%51.0%
49.0%49.0%

市民税、固定資産税など市民の
皆さんから納められる税金

国・県からの
補助金など

行政格差をなくすため
国が交付するお金
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令和３年度決算

【
問
】
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

う
ち
３
年
度
に
目
標
を
達

成
し
た
も
の
は
。

【
答
】
防
災
行
政
無
線
の

更
新
と
保
育
園
の
老
朽
化

等
危
険
遊
具
の
早
期
改
修

の
２
つ
。
前
者
は
、
２
年

度
か
ら
整
備
を
行
い
、
４

年
１
月
に
は
全
市
域
で
新

シ
ス
テ
ム
へ
更
新
完
了
。

後
者
は
、元
年
度
に
４
園
、

２
年
度
に
９
園
、
３
年
度

に
６
園
で
移
設
、
撤
去
、

新
規
設
置
を
実
施
し
、
事

業
が
完
了
。

【
問
】
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
だ
事
業
内
容
は
。

【
答
】
児
童
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
県
の

認
可
を
受
け
、
児
童
の

単
独
通
所
事
業
を
開
始
。

個
々
の
発
達
特
性
に
配
慮

し
な
が
ら
、
将
来
、
日
常

生
活
を
円
滑
に
営
め
る
よ

う
集
団
活
動
と
個
別
活
動

を
組
み
合
わ
せ
、
一
定
の

経
験
を
積
ん
だ
保
育
士
を

異
動
さ
せ
支
援
を
実
施
。

　

ま
た
、
赤
坂
保
育
園
と

長
沢
保
育
園
を
統
合
し
音

羽
保
育
園
を
開
園
す
る
た

め
、
新
園
舎
の
建
設
工
事

を
実
施
。
増
加
傾
向
が
続

く
３
歳
未
満
児
の
入
所
需

要
に
対
し
、
26
人
の
受
け

入
れ
拡
充
を
図
っ
た
。
民

間
保
育
所
で
は
、
桜
町
保

育
園
の
改
築
等
に
対
し
て

助
成
し
、
３
歳
未
満
児
14

人
の
受
け
入
れ
拡
充
を

図
っ
た
。

【
問
】
公
共
施
設
の
適
正

配
置
に
お
け
る
統
廃
合
の

状
況
は
。

【
答
】
小
坂
井
地
区
公
共
施

設
再
編
整
備
を
進
め
、
３

年
５
月
に
支
所
・
生
涯
学

習
・
児
童
館
機
能
な
ど
を

併
せ
た
複
合
施
設
と
し
て

供
用
を
開
始
。
こ
の
再
編

整
備
に
お
い
て
、
旧
小
坂
井

庁
舎
な
ど
の
取
り
壊
し
に
よ

り
合
計
５
８
９
６
・
25
㎡

を
削
減
。
そ
の
他
、
平
尾

地
区
、
古
宿
地
区
市
民
館

の
施
設
更
新
に
伴
い
、
合
計

１
８
０
・
67
㎡
を
削
減
。

※小数点第２位以下は四捨五入しており、合計額等は必ずしも一致しません。

令和３年度一般令和３年度一般令和３年度一般

一般会計

その他その他
12.4億円12.4億円
1.7%1.7%

諸支出金諸支出金
28.7億円28.7億円
3.9%3.9%

教育費教育費
65.4億円65.4億円
8.9%8.9%

総務費総務費
84.5億円84.5億円
11.5%11.5%

衛生費衛生費
64.9億円64.9億円

8.8%8.8%

民生費
329.7億円

44.8％

歳出総額　736.4 億円

勤労者支援、農業振興、
災害復旧など

市民病院の経営をよくする
ための支払いなど

教育環境の整備、
生涯学習など

市が借りたお金の返済

消防や災害対策など

道路や橋、公園の整備など

商工業や観光の
振興など

保健衛生、環境対策、
ごみ処理など

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など

給与、選挙、交通安全対策、
防犯対策、文化振興など

消防費消防費
31.0億円31.0億円
4.2%4.2%

公債費公債費
52.4億円52.4億円
7.1%7.1%

土木費土木費
49.6億円49.6億円

6.7%6.7%

商工費商工費
17.9億円17.9億円

2.4%2.4%
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令和３年度決算

令
和
３
年
度
決
算
の

総
括
と
各
会
計
の
決
算
額

　

八
幡
地
区
で
の
大
規
模
商
業
施
設
の
開
業
に
伴
う
地
区
周
辺
の

道
路
基
盤
整
備
、「
こ
ぎ
つ
ね
教
室
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境

整
備
や
豊
川
産
農
産
物
を
使
用
し
た
食
育
事
業
な
ど
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
策
を
実
施
し
た
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額
一 般 会 計 776億7,977万円 736億4,310万円

特
別
会
計

豊川西部土地区画整理事業 3億5,939万円 8,664万円
豊川駅東土地区画整理事業 3億6,456万円 2億4,655万円
公 共 駐 車 場 事 業 1億3,913万円 1億1,976万円
国 民 健 康 保 険 161億60万円 150億4,654万円
後 期 高 齢 者 医 療 27億2,563万円 27億826万円
土 地 取 得 153万円 12万円
一 宮 財 産 区 管 理 事 業 82万円 18万円
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業 328万円 114万円
長 沢 財 産 区 管 理 事 業 412万円 179万円
萩 財 産 区 管 理 事 業 1,111万円 466万円

企
業
会
計

水 道 事 業
収 益 的 37億6,923万円 31億1,167万円
資 本 的 2億6,564万円 15億3,973万円

下 水 道 事 業
収 益 的 44億8,429万円 39億5,388万円
資 本 的 17億2,773万円 32億5,812万円

病 院 事 業
収 益 的 178億6,372万円 171億601万円
資 本 的 9億7,295万円 15億943万円

合 計 1,264億7,348万円 1,223億3,758万円

令和３年度各会計決算の状況

主な事業

※1万円未満は四捨五入しているため、必ずしも合計額は一致しません。

※1万円未満は四捨五入しています。

●保育所整備事業

赤坂・長沢統合保育園の整備工事、桜町
保育園の改築工事等への一部補助など
を実施

9億8,655万円

●就農者確保対策事業

新規就農者への補助金の交付、先端技術
の導入支援などを実施

2,253万円

●八幡駅周辺地区整備事業・蔵子線整備事業

令和５年３月の完了に向け、道路拡幅改
良工事などを実施

7億527万円

●防災行政無線更新事業

防災情報伝達システムの整備を行い、市
内全域において運用を開始

7億2,111万円

●豊川公園街なか賑わい創出基盤整備事業

こども広場及び陸上競技場等外周園路
の整備工事などを実施

1億3,538万円

●再生可能エネルギー活用推進事業

住宅用太陽光発電システム等の一体的
導入の補助件数を拡充

1,579万円
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令和３年度決算

【基金（貯金）の５年間の推移】

【市債（借金）の５年間の推移】

※小数点第2位以下は四捨五入しています。

＊令和元年度より、公共下水道事業等が特別会計から企業会計へ移行※小数点第2位以下は四捨五入しています。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

本
会
議
討
論

※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
８
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

反

対

賛

成
市
独
自
の
対
策
が
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
り
、
反
対
！

市
民
要
望
や
、
感
染
症
の
拡
大
で
新
た
に
生
じ

た
課
題
に
も
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
賛
成
！

　

感
染
症
拡
大
で
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
は
、
国
県
の
部
分
的
な
支
援
に
と
ど
ま

り
、
市
独
自
の
対
策
は
、
２
年
度
と
比
べ
、
市
民
１
人
当
た
り
の
事
業
費
が
半
減
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
２

年
目
の
対
策
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。

　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
大
型
建
設
事
業
計
画
が
並
行
し
て
進
ん
で
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
弊
し
て
い
る
市
民
等
へ
の
支
援
が
第
一
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
財
政
的
に
両
立
可
能
な
範
囲
で
延

期
等
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
等
を
推
進
す
る
中
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ
て
市
民
の
情
報
を
活
用
し
や
す
い
仕
組
み
に
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
る

中
、
漏
え
い
の
心
配
と
と
も
に
、
個
人
情
報
が
儲
け
の
道
具
に
な
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
類
似
団
体
と
の
比
較
で
、
職
員
１
人
当
た
り
の
住
民
数
が
消
防
等
を
除
い
て
最
も
多
く
、

職
員
の
負
荷
と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
人
の
配
置
を
強
く
求
め
、
反
対
す
る
。

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
あ
っ
た
前
年
度
に
次
ぐ
大
き
な
規
模
だ
が
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
の
ほ
か
、
第
６
次
総
合
計
画
等
に
掲
げ
る
施

策
の
着
実
な
推
進
等
、
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
認
識
し
て
い
る
。

　

歳
入
で
は
、市
債
に
つ
い
て
、赤
坂
・
長
沢
保
育
園
の
統
合
整
備
事
業
等
に
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
、借
入

額
を
元
金
償
還
額
以
内
に
抑
え
る
な
ど
、将
来
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
こ
と
に
も
努
め
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、人
口
増
施
策
と
し
て
、大
型
商
業
施
設
の
開
業
に
合
わ
せ
た
八
幡
駅
周
辺
の
交
通
安
全

対
策
や
渋
滞
対
策
と
な
る
道
路
基
盤
整
備
に
、子
育
て
支
援
施
策
で
は
、保
育
園
等
に
通
う
児
童
の
給

食
費
減
免
や
、民
間
を
含
む
保
育
園
の
建
て
替
え
等
、保
育
環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

多
く
の
市
民
要
望
や
課
題
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た

課
題
に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

原案
可決

0
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449.9 429.8

1.1 0.9 0.6

232.8 230.5

374.3 373.1 359.8

162.0 156.0

＊



一般会計補正予算（第４号・第５号） 全て
原案可決
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○物価高騰対応生活支援事業費（6億 3,356 万円追加）★
　新型コロナウイルス感染拡大の長期化、物価高騰等の影響を受ける市民への生活支援及び地域経済の
活性化を図るため、令和４年８月１日を基準日として、１人当たり６枚のお米券を
配布する物価高騰対応生活支援事業費を追加するもの。

○公共交通機関等利用促進事業費（370万円追加）★
　新型コロナウイルス感染拡大の長期化、原油価格等の高騰の影響を受ける 
タクシー事業者への支援として、タクシー事業者支援補助を追加するもの。

○地域介護・福祉空間整備等施設整備費補助金（1,057万 8千円追加）
　高齢者向け施設における非常用自家発電設備の整備などに対する地域
介護・福祉空間整備等施設整備費補助を追加するもの。

○放課後児童健全育成事業費（462万 9千円追加）
　市が運営する児童クラブに勤務する会計年度任用職員の処遇改善を図るため、令和４年１０月以降に
係る経費として会計年度任用職員報酬を、保護者会が運営する児童クラブに勤務する職員の処遇改善を
図るための経費として児童クラブ運営費補助を追加するもの。

○肥料等価格高騰対策事業費（1億 7,780 万 6千円追加）★
　農業用肥料等の急激な価格高騰の影響を受ける市内の農業者、畜産業
者及び漁業者に対し、令和３年度の確定申告において計上した肥料費や
飼料費などの必要経費の額に応じて、令和４年４月１日から１２月２８
日までの期間に購入した農業用肥料等の経費の一部を支援する肥料等価
格高騰対策事業費補助及びコールセンター業務等委託料などの事務費を
追加するもの。

○観光振興推進事業費（3,320万円追加）★
　豊川稲荷をはじめとする市内観光地周辺の事業者を支援し、地域経済
の活性化を図るため、豊川稲荷等観光地周辺事業者支援事業費補助を追
加するもの。

本会議の状況

令和4年
9月定例会

　９月定例会は、８月２５日から９月２１日までの２８日間を会期と
して開かれました。令和４年度一般会計補正予算をはじめとした１３
議案のほか、令和３年度各会計の決算認定１４件、同意３件、報告６件
が提出されました。また、１２人が一般質問を行いました。　　　　　　　　

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。	
　（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

★：新型コロナウイルス感染症対策に関する事業
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○城跡市役所線整備事業費（1,211万 4千円追加）

　事業用地取得に係る補償金を追加するもの。

○都市公園維持管理費（1,632万 6千円追加）

　寺町公園はじめ２カ所の修繕料、弘法山公園はじめ２３カ所の樹木伐採などのため樹木管理委託料、

諏訪公園の防犯カメラ設置はじめ３カ所の補修工事費を追加するもの。

○電力等価格高騰緊急支援給付金事業費（9億 5,609 万 9千円追加）★

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を

踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり５万円を給付する電力

等価格高騰緊急支援給付金のほか、給付事務委託料などの事務費を追加するもの。

○民間保育所等物価高騰対策事業費（1,259万 3千円追加）★

　コロナ禍における物価高騰に対し、保護者負担を増やすことなく、これまでどおりの栄養バランスや

量を保った給食を実施するため、民間保育所、認定こども園及び小規模保育事業所の賄材料費について、

県補助を活用し、令和４年９月までの期限であった支援策を１０月以降も引き続き実施する民間保育所

等賄材料費軽減対策支援金を追加するもの。

○予防接種事業費（4,095万円追加）★

　新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスが同時に流行する場合を見据え、

県補助を活用し、６５歳以上の高齢者等に対するインフルエンザワクチンの予防接

種費用の自己負担額分について支援するため、予防接種等委託料を追加するもの。

○新型コロナウイルスワクチン接種事業費（4億 7,790 万 5千円追加）★

　オミクロン株対応ワクチン等を追加接種するための接種体制確保及び接種対策に係る経費として、

郵送料などの通信運搬費や、かかりつけ医などの医療機関で行う個別接種及び特設会場で行う集団接

種を実施するための予防接種等委託などの委託料、集団接種の会場等借上料などの事業費を追加する

もの。

本会議の状況

議決状況の一覧

■7月臨時会 ○賛成 ×反対　

未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1 人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

報告 11については、報告のみで採決はありません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

63　４年度一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 可決

64　市役所受変電設備等改修工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 可決

報告 11　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― 報告
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■9月定例会 ○賛成 ×反対　
未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1 人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

65　４年度一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 可決

66　４年度公共駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 可決

67　４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 可決

68　市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条

例の一部改正
〇 〇× 〇 〇 〇 可決

69　市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 可決

70　市職員退職手当支給条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 可決

71　手数料条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 可決

72　桜ヶ丘ミュージアム条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 可決

73　市道路線の廃止 〇 〇 〇 〇 〇 可決

74　訴えの提起 〇 〇 〇 〇 〇 可決

75　３年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 〇 〇 〇 〇 〇 可決

76　３年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 〇 〇 〇 〇 〇 可決

77　４年度一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 可決

認定１　３年度一般会計決算の認定 〇 〇 〇 × 〇 認定

認定２　３年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定３　３年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定４　３年度公共駐車場事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定５　３年度国民健康保険特別会計決算の認定 〇 〇 〇 × 〇 認定

認定６　３年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 〇 〇 〇 × 〇 認定

認定７　３年度土地取得特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定８　３年度一宮財産区管理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定９　３年度赤坂財産区管理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定 10　３年度長沢財産区管理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定 11　３年度萩財産区管理事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定 12　３年度水道事業決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定 13　３年度下水道事業決算の認定 〇 〇 〇 × 〇 認定

認定 14　３年度病院事業決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 認定

同意４　公平委員会の委員の選任同意 〇 〇 〇 〇 〇 同意

同意５　監査委員の選任同意 〇 〇 〇 〇 〇 同意

同意６　固定資産評価員の選任同意 〇 〇 〇 〇 〇 同意

報告 12　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― 報告

報告 13　３年度一般会計継続費の精算 ― ― ― ― ― 報告

報告 14　豊川市土地開発公社の３年度事業報告 ― ― ― ― ― 報告

報告 15　株式会社本宮の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

報告 16　公益財団法人豊川市国際交流協会の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

報告 17　公益社団法人豊川文化協会の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

報告 12 ～17 については、報告のみで採決はありません。

本会議の状況
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【
問
】
３
年
度
の
実
績
は
。

【
答
】
全
体
的
支
援
で
は
、

保
健
師
等
が
後
期
高
齢
者

医
療
集
団
健
診
の
受
診
者

等
に
、
栄
養
面
等
に
関
す

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
保
健

指
導
を
実
施
。
個
別
支
援

で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
状
態

の
方
に
訪
問
指
導
を
実
施
。

要
介
護
状
態
へ
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
、
生
活
習
慣
の

改
善
指
導
や
医
療
機
関
の

受
診
勧
奨
な
ど
を
行
っ
た
。

【
問
】
フ
レ
イ
ル
対
策
事

業
の
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
フ
レ
イ
ル
に
関
す

る
周
知
の
強
化
、
健
康
状

態
不
明
者
に
対
す
る
状
況

把
握
の
強
化
、
指
導
の
結

果
情
報
等
の
分
析
を
行
い
、

質
の
高
い
対
策
の
立
案
へ

の
活
用
を
重
視
す
る
。

【
問
】
一
般
介
護
予
防
事

業
全
体
の
今
後
の
方
向
性

は
。

【
答
】
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
の
推
進
、
介
護
予
防

教
室
へ
の
前
期
高
齢
者
や

男
性
等
の
参
加
促
進
、
住

民
主
体
の
通
い
の
場
の
充

実
の
推
進
を
重
視
し
て
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することです。
　質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、９月定例会においては、６月定例会に引き続き、
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式（質問回数３回）
または一問一答方式（質問回数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで
公開するインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

「高齢者がいつまでも元気で 
  健やかに暮らすための施策」

「災害に対する避難訓練と避難訓練支援体制」

「ライフステージにおける女性のヘルスケア」

「新型コロナ感染症『第７波』から市民の命を守るとりくみ」 
「コロナ禍と物価高騰で苦しむ中小企業などの経営・営業を 
守るとりくみ」「統一教会（世界平和統一家庭連合）及びその関連団体と本市の関係の解明と
関係の断絶、霊感商法等の被害の相談対応」

「豊川市の公金等のキャッシュレス化」

「子どもの権利条約を生かした校則の見通しと、教員の働き方改善」 
「ヤングケアラーの現状と支援策、ケアラー支援条例の制定」

「こども家庭庁設置等にかかる本市への影響や課題、対応」「子ども、家庭への支援」

「本市の小中学校における教育環境の変化に対する今後の方向性」

「心を育てる教育」

「小中学校の校則」

「学校のプール授業」

「御油のマツ並木保護・活用と御油宿、赤坂宿を含めた連携」

一 般 質 問
井川　郁恵 

横田　光正

加藤　典子

安間　寛子 
 
 

大場　昌克

佐藤　郁恵 

佐々木 和 美

星川　博文

遠山　　剛

倉橋　英樹

八 木 　 月子

木本　朗善

一 般 質 問 と は？

井

川

郁

恵

高
齢
者
フ
レ
イ
ル
対
策
事
業

に
つ
い
て

議員ごとにインターネット中継（録画）
にアクセスできるQR コードを掲載して
います。

①フレイル
　加齢による心身の虚弱状態のこと
で、健康な状態と要介護状態の中間に
位置する状態。

②ハイリスク状態
　既にフレイル状態にある要介護状態
への進行が疑われる状態。

①

②
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一般質問

【
問
】
津
波
避
難
経
路
図

の
作
成
方
法
は
。

【
答
】
津
波
浸
水
想
定
区

域
内
の
自
主
防
災
会
役
員

と
市
職
員
が
町
歩
き
で
発

見
し
た
こ
と
を
共
有
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に

具
体
的
な
避
難
計
画
を
考

え
て
作
成
し
た
。

【
問
】
災
害
弱
者
の
訓
練

へ
の
参
加
状
況
と
課
題
は
。

【
答
】
今
回
の
訓
練
に
災

害
弱
者
と
み
ら
れ
る
方
の

参
加
は
な
く
、
周
知
や
募

集
は
課
題
。
実
際
の
訓
練

で
は
、
体
調
の
変
化
な
ど

に
十
分
な
配
慮
が
必
要
。

【
問
】
個
別
避
難
計
画
作

成
後
の
避
難
訓
練
は
。

【
答
】
４
年
度
の
モ
デ
ル

地
区
で
の
検
証
を
踏
ま
え
、

５
年
度
以
降
の
参
加
方
法

を
決
め
て
い
く
。

【
問
】
各
部
局
や
組
織
団

体
と
の
連
携
は
。

【
答
】
災
害
弱
者
対
応
の

訓
練
は
、
各
部
局
や
自
主

防
災
組
織
だ
け
で
な
く
、

地
域
組
織
、
学
校
関
係
者
、

福
祉
関
係
団
体
な
ど
、
広

範
囲
で
の
連
携
が
必
要
。

弱
者
を
即
座
に
救
え
る
支

援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

【
問
】
物
価
高
騰
の
市
民

病
院
の
経
営
へ
の
影
響
は
。

【
答
】
電
気
料
金
が
前
年

度
比
で
年
間
約
１
億
円
弱

増
加
す
る
見
込
み
で
、
特

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

【
問
】
市
内
病
院
に
財
政

支
援
す
る
考
え
は
。

【
答
】
国
・
県
の
多
様
な

支
援
策
を
注
視
す
る
。

【
問
】
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の

市
内
の
活
用
状
況
と
返
済

の
見
通
し
の
市
の
見
解
は
。

【
答
】
当
該
融
資
実
施
期

間
中
、
他
の
融
資
を
含
む

県
制
度
融
資
の
市
の
認
定

件
数
は
約
２
２
０
０
件
。

返
済
に
不
安
を
抱
く
企
業

が
増
え
て
い
る
と
考
え
る
。

【
問
】
市
内
企
業
の
過
重

債
務
の
実
態
把
握
と
、
国

に
支
援
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
商
工
会
議
所
等
地

域
の
経
済
団
体
と
連
携
し
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き

た
い
。
国
へ
は
全
国
市
長

会
と
し
て
地
域
経
済
対
策

の
充
実
等
を
求
め
て
い
る
。

【
問
】
旧
統
一
教
会
及
び

関
連
団
体
と
の
関
係
は
。

【
答
】
元
年
度
以
降
の
講

演
会
へ
の
参
加
等
に
つ
い

て
調
査
し
、
事
案
は
な
い
。

【
問
】
思
春
期
の
保
健
知

識
や
相
談
に
つ
い
て
、
教

育
現
場
以
外
で
の
対
応
は
。

【
答
】
保
健
セ
ン
タ
ー
で

相
談
に
対
応
し
て
い
る
が
、

月
経
に
特
化
し
た
電
話
相

談
等
は
実
施
し
て
い
な
い
。

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
柔
軟

な
対
応
を
心
掛
け
て
い
く
。

【
問
】
く
る
み
の
活
用
状

況
は
。

【
答
】
６
～
７
月
は
、
電

話
相
談
50
件
、
産
後
ケ
ア

事
業
利
用
者
は
19
名
で
63

日
分
、
産
前
産
後
ヘ
ル
パ

ー
利
用
費
補
助
事
業
の
利

用
者
は
３
名
で
39
日
分
。

【
問
】
不
妊
治
療
が
保
険

適
用
と
な
っ
た
影
響
は
。

【
答
】
お
お
む
ね
自
己
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
助
成
制
度

の
見
直
し
が
必
要
な
時
期

だ
と
考
え
る
。
周
辺
市
町

村
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
更
年
期
障
害
へ
の

対
策
や
啓
発
に
関
す
る
今

後
の
考
え
方
は
。

【
答
】
講
座
内
容
や
対
象

と
な
る
属
性
な
ど
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
、
有
意
義
な
も

の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

横

田

光

正

災
害
に
対
す
る
避
難
訓
練
と

避
難
訓
練
支
援
体
制
に
つ
い
て

安

間

寛

子

物
価
高
騰
か
ら
市
内
中
小

事
業
所
の
経
営
を
守
る
支
援
を

加

藤

典

子

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て

③今回の訓練
　４年６月に御油町音羽区で実施された土砂災害・全国防災訓練のこと。
④個別避難計画
　３年の災害対策基本法の改正により、災害時に自ら避難
することが困難な高齢者や障害者等の避難行動要支援者に
ついて、計画を作成することが市町村の努力義務とされた。
⑤モデル地区
　４年度にモデル地区として、音羽、御津南部、桜
木の３地区を選定し、検証を開始。

⑥くるみ
　産前産後サポートセンター
「くるみ」のこと。妊娠期から産
後にかけての不安や悩みなど
の相談をワンストップで受けら
れる妊産婦総合相談窓口で、
４年６月にスタートした。専任
の助産師・保健師による母子保健コーディネーターが
中心となり、関係機関と連携しながら必要なサービス
の紹介や調整をするなど、切れ目ない支援を行う。

⑦ゼロゼロ融資
　ここでは、愛知県新型コロナウイルス感染
症対応資金のこと。国の制度を活用し、条件
により当初３年間は実質無利子、無担保と
なる制度融資で、２年５月から３年３月ま
で実施されていた。
　市町村別の利用実績等は公表されてい
ないが、県全体では８万７１４７件の実績
があった。

③④

⑤

⑥

⑦
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一般質問

【
問
】
市
職
員
が
現
金
を

直
接
収
納
す
る
公
金
等
は
。

【
答
】
諸
証
明
手
数
料
等

窓
口
収
納
に
お
け
る
歳
入
、

公
の
施
設
の
使
用
料
な
ど
。

【
問
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
へ
の
切
り
替
え
は
。

【
答
】
関
係
部
署
に
よ
る

調
査
研
究
活
動
と
し
て
、

資
産
税
課
と
桜
ヶ
丘
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
方
式
の
実

証
実
験
を
行
い
、
４
年
度

か
ら
本
格
導
入
し
て
い
る
。

【
問
】
近
隣
市
の
取
り
組

み
状
況
は
。

【
答
】
豊
橋
市
は
一
部
の

窓
口
と
施
設
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
扱
い
、

蒲
郡
市
は
一
部
の
窓
口
等

で
４
年
度
中
に
導
入
予
定
。

【
問
】
さ
ら
な
る
導
入
に

向
け
た
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
各
支
所
・
施
設
等

の
窓
口
を
全
体
的
に
捉
え

た
検
討
が
必
要
だ
が
、
費

用
対
効
果
の
観
点
も
重
要
。

手
続
き
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
業
務
改
革
を
進

め
る
た
め
の
実
態
把
握
と

調
査
、
分
析
の
結
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

【
問
】
教
育
分
野
へ
の
影

響
や
課
題
は
。

【
答
】
教
育
委
員
会
が
所

管
す
る
不
登
校
対
策
や
い

じ
め
防
止
な
ど
の
取
り
組

み
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の

一
元
化
の
動
き
を
受
け
て
、

組
織
や
分
掌
事
務
の
見
直

し
を
含
め
た
検
討
が
必
要
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

部
局
間
で
の
連
携
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。

【
問
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
上
で
の

課
題
、
検
討
事
項
は
。

【
答
】
組
織
の
在
り
方
や

分
散
化
し
た
相
談
窓
口
の

配
置
場
所
の
検
討
な
ど
。

【
問
】
今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
複
数
部
署
に
影
響

が
及
ぶ
が
、
未
確
定
な
こ

と
も
多
い
た
め
、
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
。

【
問
】
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
違
い
は
。

【
答
】
前
者
は
療
育
を
目

的
と
し
て
お
り
、
障
害
者

手
帳
の
保
有
等
が
利
用
条

件
。
後
者
は
預
か
り
を
目

的
と
し
て
お
り
、
保
護
者

が
労
働
で
昼
間
家
庭
に
い

な
い
こ
と
等
が
利
用
条
件
。

【
問
】
校
則
の
見
直
し
に

生
徒
の
考
え
を
取
り
入
れ

る
考
え
は
。

【
答
】
生
徒
指
導
提
要
の

改
訂
版
の
内
容
を
踏
ま
え
、

生
徒
自
身
が
校
則
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
設
け
、

自
主
的
に
守
る
態
度
が
養

わ
れ
る
よ
う
各
学
校
に
指

導
し
て
い
く
。

【
問
】
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
位
置
付

け
と
増
員
の
考
え
は
。

【
答
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
と
し
て
は
、
本
人
や

家
族
の
話
を
聞
き
、
学
校

と
福
祉
関
係
機
関
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
可
能
。
増
員
も

含
め
た
相
談
体
制
の
充
実

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
中
高
生
な
ど
へ
広

く
情
報
提
供
す
る
考
え
は
。

【
答
】
国
で
は
、
４
年
度

か
ら
３
カ
年
を
集
中
取
組

期
間
と
し
て
、
全
国
的
な

ポ
ス
タ
ー
掲
出
な
ど
を
実

施
。
県
で
は
、
小
学
５
年

生
か
ら
高
校
生
に
対
し
、

冬
頃
に
相
談
先
等
を
掲
載

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
予
定
。
国
県
に
協
力
し

な
が
ら
啓
発
に
努
め
て
い

き
た
い
。

大

場

昌

克

公
金
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
つ
い
て

佐
々
木 

和
美

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
等
に

か
か
る
影
響
や
課
題
に
つ
い
て

佐

藤

郁

恵

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と

支
援
策
に
つ
い
て

⑧諸証明手数料等窓口収納における歳入・
公の施設の使用料

　市民課・支所等で発行する戸籍等諸証明
の発行手数料、粗大ごみシールの販売代金
のほか、文化会館・生涯学習センター等に
おける施設使用料などがあり、口頭、掲示等
による納入の通知が認められている。

⑨ヤングケアラー
法令上の定義はないが、一般に、本来大人が担うと想定されて
いる家事や家族の世話などを日常的に行っている子供のこと。
⑩生徒指導提要
生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書として、生徒指導の理
論等を、網羅的にまとめたもの。４年秋をめどに改訂版が公開予定。
⑪スクールソーシャルワーカー
教育の分野に加え、社会福祉に関する専門的な知識等を有し、問題を抱えた児童
生徒に対し、課題解決への対応を図っていく人材。市では４年度から１名を配置。

⑫こども家庭庁
　こども政策の司令塔的機能を担う国の機
関として、５年４月に創設予定。
⑬こども家庭センター
　子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と子育て世代包括支援センター
（母子保健）の双方の機能を維持しながら、組織を一体化した相談機関。
６年４月から市町村での設置が努力義務化。市では、前者の機能を本
庁舎の子育て支援課で実施、また、後者の機能のうち、利用者支援事業
の母子保健型を保健センターで、基本型を子育て支援センターで実施。

⑧

⑨

⑫

⑬

⑩⑪
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一般質問

【
問
】
時
間
外
在
校
等
時

間
の
状
況
は
。

【
答
】
４
年
４
月
～
６
月

で
は
、
45
時
間
以
下
の
教

職
員
の
割
合
は
昨
年
度
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
、
80

時
間
以
上
の
割
合
は
増
加
。

【
問
】
多
忙
化
の
要
因
は
。

【
答
】
授
業
の
ほ
か
に
生

活
指
導
な
ど
、
仕
事
が
多

い
こ
と
や
、
相
対
的
な
教

員
不
足
、
ま
た
、
不
登
校

対
策
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

等
へ
の
き
め
細
や
か
な
対

応
、
人
権
教
育
や
情
報
教

育
な
ど
新
た
な
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
35
人
学
級
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

【
答
】
３
年
に
小
学
校
の

１
学
級
の
児
童
数
の
上
限

を
引
き
下
げ
る
改
正
義
務

教
育
標
準
法
が
成
立
。
県

は
独
自
に
１
年
前
倒
し
を

し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
に
合
わ
せ
６
年
度
に
全

学
年
で
実
現
予
定
。
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
市
独
自

に
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

県
で
は
１
年
生
が
35
人
学

級
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
動
向
に
注
目
し
て
い
く
。

【
問
】
特
定
の
髪
型
の
禁

止
や
衣
替
え
の
時
期
な
ど
、

ど
の
く
ら
い
の
中
学
校
が

定
め
て
い
る
か
。

【
答
】
特
別
な
髪
型
を
し

な
い
等
と
各
校
で
定
め
、

生
徒
自
身
が
判
断
で
き
る

よ
う
促
し
て
い
る
。
靴
下

の
色
や
衣
替
え
の
時
期
等
、

服
装
に
つ
い
て
も
幾
つ
か

の
学
校
で
定
め
て
い
る
。

【
問
】
変
更
手
続
き
の
決

ま
り
は
あ
る
か
。

【
答
】
特
段
の
規
定
は
な

い
。
各
学
校
で
は
実
情
に

応
じ
て
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
声
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
必
要
な
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
校
則
に
対
す
る
考

え
は
。

【
答
】
健
全
な
学
校
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
集
団

生
活
の
場
で
の
一
定
の
ル

ー
ル
が
必
要
。
一
人
一
人

の
児
童
生
徒
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
を
行
う
よ
う
学

校
へ
指
導
す
る
と
と
も
に
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
校

則
の
目
的
等
を
踏
ま
え
、

適
宜
検
討
を
行
う
よ
う
助

言
し
、
今
後
も
情
報
収
集

に
努
め
る
。

【
問
】
不
登
校
児
童
生
徒

数
の
推
移
と
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
の
影
響
は
。

【
答
】
２
年
度
以
降
、
小

中
学
校
と
も
大
き
く
増
加

し
、
３
年
度
は
過
去
最
多
。

人
と
関
わ
る
機
会
が
減
少

し
、
人
間
関
係
を
築
く
力

な
ど
が
育
ち
に
く
い
状
況

が
生
じ
た
。

【
問
】
学
級
支
援
員
と
個

別
支
援
員
の
違
い
は
。

【
答
】
前
者
は
教
員
免
許

が
必
要
で
、
担
任
と
協
力

し
て
学
級
指
導
等
を
行
う
。

後
者
は
教
員
免
許
が
不
要

で
、
児
童
生
徒
に
個
別
対

応
し
、
担
任
が
授
業
に
専

念
で
き
る
よ
う
補
助
す
る
。

【
問
】
通
級
指
導
教
室
で

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
一
人
一
人
の
適
性

に
合
わ
せ
た
個
別
指
導
を

実
施
し
て
お
り
、
22
小
学

校
、
６
中
学
校
に
、
11
名

の
担
当
教
員
を
配
置
。

【
問
】
岡
崎
市
が
不
登
校

対
策
と
し
て
設
置
し
た
Ｆ

組
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
設
置

の
考
え
は
な
い
。
成
果
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

星

川

博

文

教
員
の
多
忙
化
対
策
に
つ
い
て

倉

橋

英

樹

小
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て

遠

山

　

剛

心
を
育
て
る
教
育
に
つ
い
て

⑭改正義務教育標準法
　一人一人の教育的ニーズに応じたき
め細やかな指導の実現のため、小学校
の１学級の児童数の上限を４０人から
３５人に引き下げるもので、３年３月
３１日に可決・成立した。３年度に２年
生から段階的に適用され、７年度には全
学年で３５人学級となる予定。

⑭

⑮Ｆ組
　岡崎市が、長期欠
席者や集団になじめ
ない子などに個別最
適な学びの場を保障
し、多様な教育機会
を確保するために設
置した校内フリース
クールのこと。

⑮
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一般質問

【
問
】
プ
ー
ル
施
設
の
老

朽
化
の
状
況
は
。

【
答
】
プ
ー
ル
槽
か
ら
の

水
漏
れ
な
ど
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
。
建
設
後

20
～
30
年
後
に
行
う
大
規

模
改
修
は
、
１
校
当
た
り

約
４
千
～
６
千
万
円
、
解

体
撤
去
費
を
含
め
た
改
築

費
は
、
１
校
当
た
り
約
２

億
円
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
３
年
度
の
施
設
の

年
間
維
持
管
理
経
費
は
。

【
答
】
小
中
学
校
全
体
で
、

総
額
約
３
４
９
０
万
円
。

１
校
当
た
り
約
97
万
円
。

【
問
】
プ
ー
ル
授
業
及
び

施
設
の
課
題
は
。

【
答
】
前
者
は
、
熱
中
症

等
へ
の
対
応
や
、
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
た
上
で
も
、

狙
い
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

よ
り
安
全
に
水
泳
運
動
を

実
施
す
る
こ
と
。
後
者
は

多
大
な
更
新
費
用
な
ど
。

【
問
】
プ
ー
ル
授
業
の
今

後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
複
数
校
で
の
共
同

利
用
や
民
間
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
活
用

も
含
め
、
先
進
事
例
を
精

査
し
、
幅
広
い
視
点
で
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
国
天
然
記
念
物
指

定
を
受
け
た
経
緯
は
。

【
答
】
戦
争
末
期
の
燃
料

等
確
保
の
た
め
の
松
の
伐

採
を
憂
慮
し
た
地
元
住
民

が
文
化
財
指
定
の
働
き
掛

け
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
昭

和
19
年
に
指
定
を
受
け
た
。

【
問
】
文
化
庁
補
助
に
よ

る
保
護
区
域
の
土
地
公
有

地
化
事
業
の
内
容
は
。

【
答
】
生
育
環
境
保
全
の

た
め
、
県
道
敷
の
外
側
15

メ
ー
ト
ル
を
目
安
と
し
て
、

追
加
指
定
の
手
続
き
を
実

施
。
４
年
度
に
は
公
有
化

率
62
・
３
％
と
な
る
予
定
。

【
問
】
県
道
長
沢
国
府
線

の
付
け
替
え
の
方
針
は
。

【
答
】
バ
イ
パ
ス
開
通
後
、

交
通
量
減
少
等
の
影
響
が

予
測
さ
れ
る
た
め
、
状
況

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
マ
ツ
並
木
を
中
心

に
御
油
宿
・
赤
坂
宿
を
一

体
的
に
捉
え
た
利
活
用
は
。

【
答
】
３
エ
リ
ア
で
の
共

同
開
催
を
意
識
し
た
事
業

が
増
え
て
い
る
。
市
民
意

識
の
変
化
を
観
光
振
興
等

に
結
び
付
け
る
た
め
、
充

実
し
た
事
業
展
開
に
つ
な

が
る
よ
う
働
き
掛
け
た
い
。

八

木

月

子

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
に
つ
い
て

木

本

朗

善

御
油
の
マ
ツ
並
木
に
つ
い
て

市議会を見るには
本会議については、インターネットで
ライブ中継及び録画中継を行っていま
すので、ぜひご利用ください。

※左のQRコードから
アクセスできます。 
通信料は利用者負担
です。

▲本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継で
見ることもできます。

⑯戦争
　太平洋戦争。
⑰バイパス
　国道２３号
蒲郡バイパスの
こと。６年度中
の開通を目指し
ている。

御油のマツ並木

⑯

⑰
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主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法改正に伴い、手数料条例を改正

イオンモール豊川（仮称）出店に伴う検討状況

委員会の開催状況

市
民
文
教
委
員
会

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

9
月
8
日

9
月
7
日

9
月
8
日

所
管
事
務
調
査

付
託
議
案
審
査

付
託
議
案
審
査

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況

第
68
号
議
案

第
71
号
議
案

市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

【
問
】公
営
経
費
に
係
る
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

理
由
は
。

【
答
】公
職
選
挙
法
施
行
令
に
お
け
る
限
度
額
が
、

物
価
の
変
動
等
を
理
由
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。こ
の
一
部
改
正
に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ

を
行
い
、公
正
な
選
挙
の
実
現
を
図
る
必
要

が
あ
る
。ま
た
、議
員
等
候
補
者
の
選
挙
運

動
に
係
る
金
銭
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、候
補
者
間
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
機
会

の
平
等
化
が
可
能
に
な
る
た
め
。

【
問
】独
自
の
限
度
額
を
設
定
す
る
考
え
は
。

【
答
】独
自
に
設
定
し
て
い
る
他
市
の
課
題
等
を
踏

ま
え
、明
確
な
根
拠
と
な
る
公
職
選
挙
法
施

行
令
に
合
わ
せ
た
限
度
額
を
設
定
し
、制
度

運
営
の
効
果
を
得
て
い
き
た
い
。

【
問
】前
回
、前
々
回
の
市
議
選
の
ポ
ス
タ
ー
１
枚

当
た
り
の
限
度
額
及
び
平
均
単
価
は
。

【
答
】前
回
は
、限
度
額
が
１
４
０
０
円
、平
均
単

価
が
約
７
２
２
円
。前
々
回
は
、限
度
額
が

１
２
１
３
円
、平
均
単
価
が
約
６
５
９
円
。

【
問
】数
値
目
標
の
設
定
の
考
え
方
は
。

【
答
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減

少
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
を
、

地
域
公
共
交
通
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る

７
年
度
に
お
い
て
、元
年
度
程
度
の
10
万
人

に
戻
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
考
え
た
も
の
。

【
問
】今
後
、具
体
的
に
実
施
し
て
い
く
利
用
促
進

の
内
容
は
。

【
答
】公
共
交
通
案
内
の
充
実
と
し
て
、イ
オ
ン

モ
ー
ル
出
店
に
伴
う
路
線
見
直
し
を
行
う

こ
と
か
ら
、バ
ス
マ
ッ
プ
の
作
成
や
広
報
活
動

な
ど
を
実
施
す
る
。

【
問
】イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
店
時
の
渋
滞
対
策
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】現
在
、バ
ス
事
業
者
を
中
心
と
し
て
検
討
が

さ
れ
て
い
る
。今
後
の

地
域
公
共
交
通
会
議

等
に
お
い
て
協
議
す
る

と
と
も
に
、事
業
者
と

も
協
議
を
行
い
、必
要

な
対
策
を
実
施
し
て

い
く
。

【
問
】新
築
・
増
改
築
の
認
定
制
度
に
加
え
、新
た

に
設
け
ら
れ
る
既
存
住
宅
の
認
定
制
度
の

内
容
は
。

【
答
】既
存
住
宅
の
構
造
及
び
設
備
が
長
期
使
用

構
造
に
該
当
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、維

持
保
全
計
画
等
が
適
切
で
あ
れ
ば
、長
期
優

良
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ
る
も
の
。

【
問
】維
持
保
全
計
画
等
の
申
請
に
よ
り
長
期
優

良
住
宅
と
認
定
さ
れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

【
答
】既
存
住
宅
を
売
買
等
で
取
得
す
る
際
な
ど

に
、認
定
を
受
け
た
住
宅
は
、住
宅
ロ
ー
ン

減
税
な
ど
の
優
遇
措
置
と
な
る
こ
と
。

【
問
】既
存
住
宅
の
認
定
制
度
の
対
象
と
な
る
方

へ
の
周
知
方
法
は
。

【
答
】既
存
住
宅
が
長
期
使
用
構
造
等
で
あ
る
か

把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た

め
、で
き
る
だ
け
対
象
と
な
る
住
宅
な
ど
が

分
か
り
や
す
い
よ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

施行令の改正に伴い、条例を改正
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その他に開催された委員会

常任委員会の行政視察報告

陳　　情

７月22日	 福祉委員会　令和４年度国民健康保険料

９月20日	 政策課題調査特別委員会　豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略

結果

結果

陳情第9号

陳情第10号

陳情第９号は、市民文教委員会において、趣旨採択と決定。

陳情第10号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

総務委員会

市民文教委員会

産業建設委員会

私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正するために豊川市独自
の授業料助成制度の拡充を求める陳情

陳情者代表　内藤　俊史

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情
陳情者代表　内藤　俊史

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより「聞きおく」とし、全議員にその写しを
配付します。「聞きおく」とされた陳情のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断
した場合、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。今期定例会において、
申し出はありませんでした。

木更津市消防本部会議室にて

守口市役所会議室にて

「道の駅ふくしま」にて

７月25日	 千葉県木更津市	 消防本部庁舎の建て替え
７月26日	 茨城県日立市	 新庁舎建設事業の取り組み
７月27日	 埼玉県春日部市	 治水と水害対策

７月27日	 兵庫県姫路市	 小中一貫教育について
７月28日	 兵庫県加東市	 小中一貫教育について
７月29日	 大阪府守口市	 部活動における各種取組について

７月26日	 埼玉県草加市	 新庁舎建設事業について
７月27日	 福島県いわき市	 福島風力産業創出戦略「CENTER for	
	 	 WindEnergy構想」について
７月28日	 福島県福島市	 開業後の「道の駅ふくしま」について

　木更津市では、旧消防本部庁舎の老朽化、職員数の増加や女性職員
の採用による環境整備が必要となる中、元年度に新庁舎の建設が完了
しています。新庁舎では、仮眠室の個室化や感染症対策のための24時
間換気システムの導入、また災害時に活用する自家発電設備が整備さ
れており、本市において消防署本署整備の計画を進める上で、大変参
考になりました。

　守口市では、休日における部活動の運営について、民間団体等への
移行をモデル事業として実施しています。また、市内全校で部活動指導
員を配置するなどの各種取組により、生徒にとって望ましい持続可能な
部活動と、教職員の働き方改革との両立を目指しています。本市におけ
る今後の部活動を考える上で、大変参考になりました。

　福島市は、震災からの復興の象徴及び地域振興と防災の拠点として「道の
駅ふくしま」を整備し、今年４月に開業しています。地元の人材・組織や民間の
経営ノウハウを積極的に活用し、地域を支える管理運営の仕組みを構築して
いる他、採算性を重視した運営方法により収益性の確保や経費削減に取り組
んでいます。本市における公施設運営を考える上で、大変参考になりました。
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市議会の傍聴について
　現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び
傍聴される皆様の健康を守る観点から、議会で開催される
会議の傍聴は、できる限り控えていただくようお願いし
ています。
　ただし、今後の感染拡大状況等により、上記の対応を
変更させていただくことがあります。その際は、ホーム
ページ等でお知らせいたします。

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

令和４年 第４回定例会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントなど、
市内で撮影された写真（未発表のものに限ります。）
を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇
所に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話
番号を明記の上、議会事務局までお送りください。
（直接持ち込み可）

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます
豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

会期日程予定

12月 1日 （木） 開会・議案説明 13時 30分 

12月 　6日 （火） 一般質問 10時 

12月 　7日 （水） 一般質問 10時 

12月 　8日 （木） 一般質問 10時 

12月 12日 （月） 議案付託・一部採決 13時 30分 

12月 14日 （水） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 15日 （木） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 19日 （月） 討論・採決・閉会 13時 30分 

 マークの日はライブ中継を配信しています。
日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

市議会の活動をより身近
に感じていただけるよう、
議長の公務の様子や本会
議、委員会の内容などを、
写真を交えて発信してい
ます。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者	
負担です。

スマートフォンなどへ、豊川市議会だより
を配信しています。
左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

広告

豊川市議会公式Facebook豊川市議会公式Facebook


